（様式－１）（表紙）

　　　                                                                 （用紙Ａ４）

                                         　　　　　　 令和６年○月○○日

　　　　国土交通省関東地方整備局

  　    高崎河川国道事務所長

    　    　　　　　青木　崇光　殿

      　　                                住　所　〒○○○－○○○○

          　　                                　  ○○県○○市○○町○○番

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表者　○○建設株式会社　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役社長○○　○○（印）

「災害時における河川災害応急対策業務等に関する協定」に参加したく技術資料を提出します。なお、予算決算及び会計令（昭和22年勅令第165号）第７０条及び第７１条の規定に該当する者でないこと並びに添付書類の内容について事実と相違ないことを誓約します。問い合わせ先は下記のとおりです。

記

１．問い合わせ先

担 当 者　：  ○○○○

部　  署  ：  ○○本店○○部○○課

電話番号　：　○○○－○○○－○○○○（代） （内○○○○）

FAX番号  ：　○○○－○○○－○○○○

２．本店所在地

名　　称　：　○○○○○

           　住　　所  ：　○○県○○市○○町○○番

             電話番号  ：　○○○－○○○－○○○○

　　３．支店・営業所

            名　　称　：　○○○○○

            住　　所  ：　群馬県（埼玉県）○○市○○町○○番

            電話番号  ：　○○○－○○○－○○○○

　  
　　※注１：本店とは一般競争（指名競争）参加資格審査申請書に記載した本店

　　※注２：３．は、公募要件の事業所が建設業法に基づく群馬県内、埼玉県内にある支店　　　　　　・営業所とする場合記載

 （様式－２）

                                                                       （用紙Ａ４）

同種工事の施工実績
会社名：○○○○建設（株）
●平成２０年４月１日以降の同種工事の施工実績を記載する。　　　　　（※赤字は記入例）
	工

事

名

称

等


	工事名
	○○○○○○工事
	（CORINS 登録番号）

	
	発注機関名
	国土交通省関東地方整備局○○○○事務所

	
	施工場所
	群馬県○○市○○町○○地先

	
	契約金額
	○○○，○○○，○○○円

	
	工期
	平成○○年○○月○○日～平成○○年○○月○○日

	
	受注形態等
	単体　／ 　　○○・○○ＪＶ（出資比率○○％）

	工

事

概

要


	 分野
	 河川改修工事　維持工事　護岸工　など

	
	工事内容


	・土工　　○○ｍ３

・築堤　　○○ｍ

・護岸工　○○ｍ　　　　など



	
	施工条件


	夜間施工、渇水期施工　など



	
	
	


注1） 記載した工事がCORINS登録されている場合は、工事名及びCORINS登録番号の記載のみでよいものする。
注2） 記載した工事がCORINS に登録されていない場合は、契約書（工事名、契約金額、工期、発注者、請負者の確認できる部分）の写し等を添付すること。また、CORINSで工事内容が確認できない場合は、別途工事内容が分かる図面又は施工計画書等の写しを添付すること。

 （様式－３）

                                                                  （用紙Ａ４）

自社の有資格技術者数の状況
会社名：○○○○建設（株）
　●自社の有資格技術者の人数を記入する。　　　　　　　　　　　（※赤字は記入例）
	 番号
	資　　格
	人　　数

	  １
	 技術士
	５人

	  ２
	 １級土木施工管理技士
	２０人

	  ３
	 ２級土木施工管理技士
	１０人

	  ４
	 １級建設機械施工技士
	２人

	  ５
	 ２級建設機械施工技士
	５人

	合　　計


	４２人




注1） 技術士は資格取得の部門等は問わない。
注2） １人の技術者が複数の資格を取得している場合は、番号欄の上位の資格を優先し、　合計人数が自社に所属している技術者の実人数となるようにすること。
注3） 記載する技術者の人数は、協力会社等は含まず、真に自社に所属している技術者の人数を記入すること。

注4） 人数については本様式にて判断するため、資格証等の添付は不要とする。

 （様式－４）

                                                                   　（用紙Ａ４）

出動要請時の作業員配置及び参集状況
会社名：○○○○建設（株）
　●出動要請時に現場へ出動可能な作業員数を記入すること。　　　　　（※赤字は記入例）

	参集場所

（本店、

支店、基地、協力会社等）
	住所


	人　員

	
	
	所属

の別


	作業員


	オペレーター
	合計

人数



	
	
	
	
	
	資格区分
	

	
	
	
	
	
	クレ

ーン

類
	運搬

車類


	掘削

機類


	

	本店


	  群馬県○○市

　○○町

	自社

社員
	５
	２
	１
	１
	１
	７

	
	
	協力会

社等
	３
	２
	１
	２
	０
	５

	
	※欄が不足する場合は適宜追加


	自社

社員
	
	
	
	
	
	

	
	
	協力会

社等
	
	
	
	
	
	

	       　合　計


	 自社
	５
	２
	－
	－
	－
	７

	
	 協力
	３
	２
	－
	－
	－
	５

	
	 総合計
	８
	４
	－
	－
	－
	１２

	●出動要請時に高崎河川国道事務所に協力するための確保体制
・自社の作業員が○○名おり、他業務を考慮しても緊急時に○○名は出動が可能。

・通常○○市周辺で工事を受注していることが多く、作業員等が張り付いているので緊急　時にこうした現場から○○人を回すことが可能。

・○○会社と年間通して常に下請け契約があり、優先的に作業員、オペを確保できる。



	


　注１）出動要請時に参集を予定している場所ごとに出動できる人数を記入。

　注２）通常勤務している人員ではなく、高崎河川国道事務所管内災害の出動要請時に確実に出動可能な予定人員を記載すること。

  注３）オペレータの資格区分は該当する資格数を記入（１人で複数の資格がある場合重複可）
        （参考）クレーン類＝ホイールクレーン、ラフタークレーン等　　運搬車類＝ダンプ、トラック、トレーラ等

                掘削機械＝バックホウ、ショベル、ブルドーザー等

（様式－５）

                                                                    （用紙Ａ４）

災害時に使用する建設機械の状況
会社名：○○○○建設（株）
●災害時に確保可能な建設機械の保有及び手配状況を記入すること。　（※赤字は記入例）
	建設機械名称


	規　格


	単位


	数量


	保　管　場　所

	
	
	
	
	所有者
	住　所

	ホイールクレーン
	○ｔ吊り
	 台  
	  １   
	 リース 
	群馬県○○市○○町○番

	小型ブルドーザー
	○ｔ級
	 台  
	  １   
	 リース 
	群馬県○○市○○町○番

	バックホウ
	○ｍ３
	 台  
	  ２   
	 リース 
	群馬県○○市○○町○番

	バックホウ
	○ｍ３
	 台  
	  ２   
	  自社  
	群馬県○○市○○町○番

	ショベルローダー
	○ｍ３
	 台  
	  １   
	協力会社
	群馬県○○市○○町○番

	ショベルローダー
	○ｍ３
	 台  
	  ２   
	  自社  
	群馬県○○市○○町○番

	ダンプトラック
	○ｔ
	 台  
	  ２   
	  自社  
	群馬県○○市○○町○番

	クレーン付トラック
	○ｔ　○ｔ吊
	 台  
	  １   
	  自社  
	群馬県○○市○○町○番

	トレーラー
	低床　○ｔ
	 台  
	  １   
	 リース 
	群馬県○○市○○町○番

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	 
	
	
	
	
	

	●協力要請時に高崎河川国道事務所に協力するための確保体制

・当社ではバックホウを○台保有し、常にすべて稼働していることは少なく、○台程度の　余裕があるため、出動させることが可能。

・○○リース（株）と年間契約を結んでおり、災害時にも必ず○台の手配が可能。

・○○建設とは年間を通して下請け契約があり、所有している機械を優先的に使用するこ　とが可能。



	


注１）所有などしている全建設機械を記入するのではなく、高崎河川国道事務所災害時　　　に確実に確保可能な建設機械、台数の予定を記入すること。

   注２）欄が不足する場合は適宜追加。

（様式－６）

                                                                    （用紙Ａ４）

災害時に使用する資材の状況
会社名：○○○○建設（株）
●災害時に確保可能な代表資材の保有及び備蓄状況を記入すること。　（※赤字は記入例）

	代表資材名称

      
	規　格


	単位


	数量


	保　管　場　所

	
	
	
	
	所有者
	住　所

	土砂類
	○○
	 ｍ３
	 ５００
	 協力会社
	群馬県○○市○○町○番

	砕石類
	40-0
	 ｍ３
	 ３００ 
	 自社 
	群馬県○○市○○町○番

	砕石類
	○○－○○
	 ｍ３
	 ２００ 
	 協力会社
	群馬県○○市○○町○番

	大型土嚢袋
	１ｔパック
	袋
	 ５００
	 自社
	群馬県○○市○○町○番

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	

	●協力要請時に高崎河川国道事務所に協力するための確保体制

・当社では資材基地に砕石類（クラッシャーラン）を常に○○ｍ３備蓄しており、災害時　にもそのうち３００ｍ３程度は使用することが可能。

・○○砕石（株）と契約を結んでおり、災害時も砕石２００ｍ３は優先的に手配が可能

・○○建設とは年間を通して下請け契約があり、所有している資材を優先的に使用するこ　とが可能。



	


　注１）「土砂類」「砕石類」「大型土嚢袋」の代表３資材の確保状況を記入する。

  注２）所有者及び規格の違いによる分け（欄の追加）は適宜実施。

　注３）所有などしている全数量を記入するのではなく、高崎河川国道事務所管内災害時に確実に確保可能な予定数量を記入すること。

（様式－７）

                                                                 　　（用紙Ａ４）

希望する協定締結区間と希望理由及び本店等から希望区間までの距離
会社名：○○○○建設（株）
●希望する協定区間に関して記入する。　　　　　　　　　　　　　（※赤字は記入例）

	優先

順位
	希望する協定締結区間
	 本店等から希望区間までの距離
	希　望　理　由


	区間毎の
支援会社
締結希望
（○・×）

	
	河川・岸
	区間番号
	
	
	

	  １


	 ○○川

 右岸
	 　　①


	  ５．５

　　　ｋｍ
	・本店から近い区間であるため。

・建設機械を保管している基地から近いため


	

	  ２


	 ○○川

 左岸
	     ③


	  １０．５

      ｋｍ
	・本店から比較的近い区間であるため。
・過去に同区間において、河川改修工事を行　っており、周辺の状況を把握しているため
	

	３

	
	
	      ｋｍ
	
	

	４

	
	
	      ｋｍ
	
	

	５
	
	
	      ｋｍ
	
	


注1） 希望する協定区間の記入は最大５区間までとする。
注2） 協定区間の区間番号は別図を参照すること。
注3） 本店等から希望する協定区間までの距離は「道程距離」とする。
注4） 注３で記入した距離（道程）を示す、本店等から希望する協定区間までの経路を着　色した図面を別途添付すること。（様式自由、市販の地図に記載で良い）
注5） 協定締結にいたらない場合でも支援会社としてご協力頂けるか記載をお願いします。
（様式－８）

                                                                 　　（用紙Ａ４）

資機材の主な拠点から希望協定区間までの距離
会社名：○○○○建設（株）
●希望する協定区間と資機材拠点に関して記入する。　　　　　　　（※赤字は記入例）

	優先

順位


	希望する協定締結区間
	 資機材拠点等から希望区間までの距離
	資機材拠点所在地



	
	路線


	区間番号


	
	

	  １


	 ○○号


	 　　①


	  ５．５

　　　ｋｍ
	自社

群馬県○○市○○町１２３－４５



	  ２


	 ○○号


	     ③


	  １０．５

      ｋｍ
	協力会社

 群馬県○○郡○○町６７８－９



	  ３
	
	
	     ｋｍ
	

	  ４
	
	
	     ｋｍ
	

	  ５


	
	
	     ｋｍ


	


　注１）希望する協定区間の記入は最大５区間までとする。

　注２）協定区間の区間番号は別図を参照すること。

　注３）拠点から希望する協定区間までの距離は「道程距離」とする。

  注４）注３で記入した距離（道程）を示す、拠点から希望する協定区間までの経路を着　　　　色した図面を別途添付すること。（様式自由、市販の地図に記載で良い）

経路図は様式－７の添付図にまとめても良い。

　

（様式－９）

                                                                      （用紙Ａ４）
災害応急対策に関する協定などの締結実績
                                                          会社名：○○○○建設（株）
●令和５年４月１日以降の協定などを締結している実績をすべて記入する。
（※赤字は記入例）

	番号
	協定等名称
	締結機関名
	　協定締結者
	協定期間又は
締結年月日

	１


	  ○○○○災害時の協定


	関東地方整備局
　　○○事務所

           　など
	　○○○○建設（株）
	    Ｒ○○年○月○日

           ～

    Ｒ○○年○月○日    

	２


	  ○○○○災害時の覚書


	○○県

○○市

          　など
	　○○○○建設（株）
	    Ｒ○○年○月○日

           ～

    Ｒ○○年○月○日    

	３


	  ○○○○災害時の協定


	関東地方整備局

           　など
	　○○県建設業協会
	    Ｈ○○年○月○日

           ～

  　（ 自動継続 ）    

	４


	
	
	
	

	５


	
	
	
	

	６


	
	
	
	


　注１）協定期間が当該期間を含んでいる（含んでいた）協定等をすべて記載する。 　

 注２）実績として記載した協定等の協定書などの写しを添付すること。
　　　　なお、協会等で締結している場合は、協定対象会社であることを証明する資料を添付すること。

  注３）欄が不足する場合は適宜追加。

（様式－１０）

（用紙Ａ４）

災害時の事業継続力の認定状況
●関東地方整備局から基礎的事業継続力認定企業として認定証の交付の有無を記入する。

（※赤字は記入例）

	基礎的事業継続力認定企業の認定の有無
	認定年月日

	   ○
	          認定あり          
	平成○○年○○月○○日



	
	          認定なし          

	


注１）基礎的事業継続力認定がある場合には、認定書の写しを添付すること。
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